
和歌山県 みなべ・田辺地域  H27.12認定

Organic tour
GIAHS 

Globally Important Agricultural Heritage Systems

2025 for

世界農業遺産を巡る
シリーズツアー 
世界農業遺産認定地域だからこそ、
オーガニック（有機JAS農産物）の拠点に

2025.06/02mon 8,800円（お一人さま・税込）日帰り

和歌山県 みなべ・田辺地域の
世界農業遺産を巡るOrganicツアー 

Beyond 
Organic

大粒の実と柔らかい果肉で全国的にも定評のある「南高梅」の母樹発祥の地であり、現在農園の約8割が
有機JAS認証取得畑である「たかだ果園」。創業100年を超える老舗であり、同じく有機JAS認証を
取得している「梅樹園」。梅の実が実る時期に２つの梅園を訪ねるツアーです。
「みなべ・田辺の梅システム」のお話をうかがうとともに、「バイオ炭」や、植物ホルモンを
　　活性化させて収量を増やす「DOHO STYLE（道法農法）」についても学びます。

主催：山本 朝子（Beyond Organic 会長・BIOFACH JAPAN実行委員）
ツアー監修：大和田 順子（教育テック大学院大学教授・
　　　　　　立命館大学 日本バイオ炭研究センター 客員教授・BIOFACH JAPAN実行委員）
ツアー協力：BIOFACH JAPAN事務局（朝日新聞社）

お土産付き

徳島県にし阿波地域の
世界農業遺産を巡るOrganicツアー 

2025.06/16mon-17tue［1泊2日］

次のシリーズツアーは
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世界農業遺産とは？
社会や環境に適応しながら何世代にもわたって営まれてきた伝統的な農林水産業、それ
にともない発展した文化・景観・生物多様性などを、国際連合食糧農業機関（FAO）が「世界
農業遺産（GIAHS～Globally Important Agricultural Heritage Systems）」として認定し、次世代につなぐ
取り組みを行なっています。地域の気候風土と調和し、数十年～数百年にもわたって伝
承されてきた暮らしや産業の在り方は、自然に寄り添い、創意工夫を重ねて日々を紡い
できた、先人たちの知恵や技術の宝庫と言っても過言ではありません。

お申込はこちら



01
03● ツアー監修 & 同行

大和田 順子さん
博士（事業構想学）
総務省・地域力創造アドバイザー
教育テック大学院大学　教授
立命館大学 日本バイオ炭研究
センター 客員教授

2025.06/02mon 日帰り

Beyond Organic株式会社
近畿日本ツーリスト（株）特約店
ホテルいとうトラベルサービス

〒157-0072  東京都世田谷区祖師谷3丁目31-19 シャルダン大庭202
Phone 080 8943 6045　Mail  shingo2017@gmail.com

〒649-6226 和歌山県岩出市宮83
 Phone 0736-61-4126
担当者　諏訪田 理歌

和歌山県知事登録旅行業第3-253号
Beyond 
Organic

https://grainmeister.org/giahstour/

ツアーへの
お申し込み・
お問い合わせは

東急グループ、イオングループ等にてソーシャルマーケティングの実務を経て、2002年環境と健康を大切にするライフ
スタイル「LOHAS（ロハス）」を日本に紹介、普及に尽力。2020年に宮城大学事業構想学研究科にて博士学位を取得。2021～
2023年度、同志社大学総合政策科学研究科ソーシャル・イノベーションコース教授。2024年10月～立命館大学日本バイ
オ炭研究センター客員教授。近年は「SDGs未来都市」、世界農業遺産認定地域の活性化、地域イノベーションなどに関す
る実践・調査・研究を行う。2014年～2020年、農林水産省「世界農業遺産等専門家会議」委員。2022年3月、総務省「令和３年
度ふるさとづくり大賞」個人表彰部門で総務大臣賞受賞。地域創造アドバイザー（総務省）。
主な著書：『ロハスビジネス』（共著、2008年、朝日新書）、『アグリ・コミュニティビジネス』（単著、2011年、学芸出版社）、『SDGsを活
かす地域づくり』（共著、2022年、晃洋書房）他　
「世界農業遺産を巡るシリーズツアー」監修、同行。
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JR和歌山駅集合
「梅樹園」訪問
（案内人・生田 富哉社長）

「たかだ果園」訪問
（案内人・高田 智史社長）

みなべ町（梅課）役場訪問
JR和歌山駅に向けて出発
JR和歌山駅にて解散

有機JAS梅畑見学

有機JAS梅畑見学

「切り上げ剪定」「DOHO STYLE（道法農法）」のお話をうかがいます。
おにぎり昼食／加工所見学／
梅干し他、加工品製造の工程を見学
2年連続で不作の梅を支える制度・消費者側の応援を得る活動・
バイオ炭・有機農法による梅栽培などをテーマに意見交換

※ツアー終了後、大和田順子教授がレポートを執筆し、BIOFACH JAPANのWEBサイトに掲載します

Schedule
セミナー1

セミナー3

セミナー2

03 和歌山県 みなべ・田辺地域 2015年認定

みなべ・田辺の梅システム

和歌山県 みなべ・田辺地域の世界農業遺産を巡るOrganicツアー 

世界農業遺産を巡るOrganicツアーとは？
持続可能な農業と地域文化の価値を学ぶ体験型プログラムであり、日本各地の世界農業遺産認定地域を訪問し、伝統的農法や地域資源の活用法を
現地の担い手と交流しながら体感するツアーです。2025年度は朝日新聞社主催の有機農産物見本市「BIOFACH JAPAN（ビオファ・ジャパン）※」と連動
し、有機農産物の流通業者や生産者を主な対象としながら、「みどりの食料システム戦略」に沿って国内の有機農業振興にも貢献することを目指し
ています。また、地域に根ざした農の知恵に触れることを通じて、環境と社会に配慮したエシカル消費の意義を理解し、有機農産物の販売を通じ、
有機農業や生物多様性に関する消費者の意識啓発にもつなげることも本ツアーの重要な目的です。気候変動や食料問題が深刻化する中、持続可能
な農業・農村・地域の未来への一歩を踏み出す学びの機会を提供します。

※BIOFACH（ビオファ）は、1990年以来、ドイツ・ニュルンベルクを拠点に世界各地で開催されてきた世界有数のオーガニック見本市で
す。オーガニック製品とオーガニック市場への情熱を共有し、バリューチェーン全体にわたって志を同じくする人々とアイデアを
交換したい先駆者や新規参入者にとって大切な機会を創出してきました。　https://biofach.asahi-expo.jp/index.html


